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 紀美野町の天文台として活動してもうすこしで１年が経ちます。思い返せばあっという間の日々でした。皆さんの１年はいかがでしたか？

水星の太陽面通過
ゲリラ観望会＠野上中

　デジカメで星の写真と言えば、今
はやりの１眼レフデジカメでの撮影
を想像します。しかし、比較的安価
なコンパクトデジカメでも、機種に
よっては星空の写真が撮影できま
す。私自身、Sony Cyber-shot
DSC-W5というコンパクトデジカメ
を所有しています。「こんなデジカ
メで星の写真なんて・・」とはじめ
は思っていました。しかし、 けっ
こう撮れるんです。今回はコンパク
トデジカメでの固定星野写真と言う
ことで紹介させていただきます。
　星野写真を撮影できるコンパクト
デジカメは、シャッタースピードが
10秒以上に設定できることが必要
です。マニュアル撮影もしくは、
「星空モード」等の機能があるカメ
ラと言うことになってきます。もち
ろん、カメラ用三脚で固定して撮影
してください。

　下の２枚の写真をご覧下さい。オ
リオン座とおおいぬ座の固定星野写
真です。撮影場所は和歌山県北部に
ある岩出市です。人口５万人の街で
星野写真を撮影するには条件が悪い
です。しかし２枚ともそれなりに撮
影できています。この２枚の写真は
露出時間30秒、38ミリ、絞りＦ
2.8、ISO400でカメラ三脚に固定し
て撮影したものです。このカメラは
昨年発売されたものでマニュアル撮
影機能があり、最大30秒の露出が可
能です。オリオン座の写真には5.5
等星まで写っています。肉眼では４
等星がやっと見えるという場所にし
ては良く撮れています。これには驚
きでした。しかし撮影に当たって苦
労したのは、星座の導入で、液晶画
面からは星が見えないので手間取り
ました。また２段階ある絞り、３段
階のISOの組み合わせも何度も試し
てみました。結局はできるだけ長い
露出時間で、ISOは400の組み合わ
せがいちばん写りが良かったです。
カメラによってかなり個性があるら

しいのでISOや絞り、望遠等いろい
ろな組み合わせで試して、一番良い
設定を見つけることをおすすめしま
す。
　しかし、コンパクトデジカメの最
近の傾向では、長時間撮影のできる
機能を備えている機種は少なくなっ
ています。発売されているデジカメ
（11月現在）ではPanason icの
LUMIXシリーズに「星空モード」が
装備されている機種がありますし、
またSonyのＨ５、Ｒ１、Ｎ１と言
う機種では30秒、カシオのEX-Z850
では60秒まで撮影できます。今紹介

したカメラはカタログで調べたもの
で、詳しいことは店頭で実物に触れ
て、または各ホームページで調べて
ください。
　これからは寒くなりますが１等星
の多い冬の星座が登ってきます。長
時間露出が可能なデジカメをお持ち
でしたら一度星野写真にチャレンジ
してみてください。暗いところでは
けっこうすごい写真が撮れるかもし
れません。運良く流れ星が写ればす
ばらしいことでしょう。（佐古 勉）

（上）オリオン座（右）おおいぬ座
Sony Cyber-shot DSC-W5 30秒　
38ミリ 　F2.8　ISO400 　固定撮影

　後で、町内の別の学校からは「う
ちにも来て欲しかった」という、嬉
しい反響もいただいております。今
回の出張観望会は１校が限界でした
が、また、どこかに出没するかもし
れません。お楽しみに。町内の学校
からのリクエストも密かにお待ちし
ています。　　　　（豊増 伸治）

まさに野上中学校での観望会中に撮
影した画像が、朝日新聞に掲載され
ました。大きな声では言えません
が、後でよく観察したところ、この
水星の近くのプロミネンスは少々怪
しいかもしれません。やば～（汗）

　望遠鏡や双眼鏡に太陽フィルター
を取り付けて観察します。双眼鏡な
ら、ギリギリで見えるくらいです
ね。目だけではちょっと無理（校長
先生も観察に参加）と確認。小さな
水星は、あらかじめビデオ映像で位
置を確認しておいて、望遠鏡で観察
すると分かりやすいですよ。

太陽フィルターと望遠鏡を通して見
た映像。右上の黒点は、数日後肉眼
黒点としても注目された超大型。

　今回の現象は、日の出から朝９時
10分までの現象と言うことで、
「天文台で待っていても仕方な
い！」と、野上中学校に急遽出かけ
ました。久々の出張観望会は、よく
晴れて、大成功！これだけ大勢のみ
なさんに楽しんでいただくのは、な
かなか珍しいことです。
　太陽に比べて水星は、ほんとに小
さいことを実感しました。たまたま
大きな黒点も見えていたのですが、
それよりずっと小さく、紙面では見
逃してしまいそうです。また、水星
より何より、太陽自体をはじめて
じっくり見たという子もおられたか
もしれません。
　本当に些細な現象でしたが、次は
26年後です。その時に思い出して
くれる人がきっと居るでしょう。そ
の前に、2012年には金星の太陽面
通過がありますので、要注目です。



位という太陽圏は小さいものであ
る。

　太陽風は超音速流である。最高秒
速千キロにも達する高速流である。
だから凡そ一年弱かかって太陽圏と
星間空間との国境線に達するのであ
る。この境界とはほぼ静止した星間
物質に衝突して衝撃波が出来ている
場所である。その背後では圧縮され
てすこし密度の上がった低速の流れ
になって高温の太陽風物質が低温の
星間物質に姿を変えていく地点であ
る。界面の衝撃波では磁場が圧縮さ
れているとも考えられる。
　この境界面を内側の高温側から見
れば、低温の外の物資が高温側に突
入することである。もちろん磁場の
バリアがあるからイオン化していれ
ば引っかかる。中性なら、希薄で原
子衝突距離は長いので、内側まで侵
入する。この効果に関係した現象が
知られている。ヘリウム原子はイオ
ン化しにくいので他の原子にくらべ
て内部まで入り、太陽風の強い領域
まで入り込んで衝撃波加速される。
このため低エネルギー宇宙線でヘリ
ウムが多いことになると予想される
が、それが観測されている。

　星から十分離れた星間物質という
のも重い元素までを含んでいる。
ビッグバンでの元素合成はヘリウム
までだからそれより重い元素は星で
の形成である。星の深部の作られた
元素が外にばら撒かれて、さらに撹
拌されなければならない。撹拌がな

連載　美里から宇宙へ

みさと天文台通信

12月のイベント

 太陽圏

（佐藤 文隆：みさと天文台名誉台長）

21センチ銀河電波　５
太陽圏の終着点

21センチの活躍

星間物質の撹拌

HIとHII

磁場とHI

12月の観望会の予定

　観望会の内容や形態は当日の天
候、参加者数などで臨機応変に変わ
ります。詳細は当日のご案内になる
ことをあらかじめご了承下さい。

観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻
木、日、祝　１回開催
　　　　　　７時30分から
金、土　　　２回開催
　　　　　　７時30分、８時30分
受付（チケット販売）は各開始時刻
の15分前から行っています。途中参
加はなるべく御遠慮ください。
　12月は、１日(金)、２日(土)、８
日(金)、９日(土)、15日(金)、16日
(土)、22日(金)に観望会を２回行う
予定です。

参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
１(金)～３(日)：アルマク、月、他
７(木)～10(日)：M15、M42、他
14(木)～17(日)：天王星、M42、他
21(木)～24(日)：天王星、M42、他

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参

加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実費
が必要となります。また、会場・材
料の都合から事前予約が必要な場
合もあります。詳細のお問い合わせ
などはみさと天文台まで。飛び入り
参加も大歓迎！

★紀美野町講座「宇宙カレンダー」
日時：12月13日(水)午後７時半から
場所：中央公民館２Ｆ 視聴覚室
問合：中央公民館(073-489-5915)

12月の休館日

休館日：月曜日・火曜日
　12月は、４日(月)、５日(火)、11
日(月)、12日(火)、18日(月)、19日
(火)、25日(月)、26日(火)が休館日
になります。

　105cm望遠鏡は以下の時間に自由
見学できます。ただし、星は覗けま
せん。
　見学時間：午後１時～午後５時

昼間の施設見学について

編集後記

　銀河面に沿って21センチ電波が観
測されていることはもちろん大量の
中性水素原子が存在するからであ
る。しかし地球からロケットでス
ペースに飛び出しても、太陽系の相
当遠くに行っても中性水素はなさそ
うである。水素原子はたいていイオ
ン化されている。しかし太陽は銀河
面にある星だから十分遠くに行け
ば、中性水素に満ちた星間空間にた
どり着くのであろうと考えられる。
　太陽という恒星にはその勢力圏が
あるようである。恒星の近傍で中性
水素の星間空間になることを妨げて
いる支配力には放射と恒星風があ
る。これらが強いので近傍では勝手
なまねは許されないのである。太陽
放射は可視光が主で水素をイオン化
する紫外線はコロナからの分だけで
可視光の約百万分の一であるから、
太陽では紫外線による影響は重要で
はない。太陽よりも重い星では紫外
線過剰の星になる。太陽では恒星風
の影響で遠くまでイオン化されてい
る。この太陽風支配の領域が太陽圏
と呼ばれている。その大きさは80－
100天文単位と推定されている。こ
の大きさは方向によっても太陽活動
のサイクルによっても違う。ちなみ
にこの距離は海王星が30天文単位、
冥王星が39天文単位であることを思
い出すといかに大きいかがわかる。
と同時に隣の恒星までは数十万天文
単位もあることを思うと100天文単

ければまだら状に重い元素の多いと
ころと少ないところが入り乱れて共
存していることになる。現実はそう
はなっていないようである。主系列
星の太陽風のような恒星風で流れ出
てくる物質にはその星で作られた元
素を持ち出すことはない。主系列か
ら後の段階の星では、対流で表層に
も新製造の元素が現れて、それらが
流れ出て惑星状星雲をつくってい
る。
　どれだけ元素が拡がるかは大事な
問題である。勢力圏ぐらいにしか拡
がらないならまだらになってしま
う。ただ現在は輝く星はないが過去
にあったという事情をも考慮してど
の部分もかつて勢力圏内であったの
かどうかが問題にとして浮かび上
がってくる。

　星間物質は温度が100度ほどの中
性水素のHI領域と一万度ほどのイオ
ン化したHII領域の二層になってい
ると考えられている。中途半端な温
度がないという意味である。これは
加熱源と冷却メカニズムのバランス
を考えると途中は不安定であるとい
うことである。この一万度と言うの
には水素原子の第一励起状態のエネ
ルギーが関連している。一万度以上
だと急に冷却が大きくなるからであ
る。
　百度と言うのはもっと複雑な要素
で決まっている。まず加熱源は低エ
ネルギーの宇宙線であることが知ら
れている。逆にこれから、太陽圏に
入って来れない低エネルギーの宇宙
線の星間空間での強度が推定されて

いるのである。

　星生成に向かう暗黒星雲のような
高密のHIではもちろん水素は中性で
ある。中性水素があるなら磁場の力
を受けないかというとそうでもな
い。ほんの僅かのイオン化でも、イ
オンが磁場に絡み付いており、イオ
ンと圧倒的多数の中性原子が衝突を
とおして磁場の動きと連動している
のである。もちろん、完全イオンプ
ラズマのように磁場に完全に凍り付
いているわけではない。ずれつつも
引きずられる関係にある。
　星形成で密度が上がると重力が大
多数の中性原子に働くが、それで動
き出すとイオン化した僅かの成分に
ぶつかる。イオンは重力以外にも磁
場からの力を受けるから間接的に中
性原子にも磁場の力が及ぶのであ
る。中性水素だと磁場と関係ないと
は単純にはいかない。

　銀河の渦巻き構造を明らかにした
21センチ電波が1980年代にもう一
度桧舞台に出たことがあった。それ
は渦巻銀河の回転曲線から銀河ハ
ローの暗黒物質の推定に役立ったこ
とである。もう星が見えないくらい
外側での21センチ電波観測により回
転速度がある半径以上で一定になる
ことを発見したからである。21セン
チの速度測定精度のよさが威力を発
揮した。このような銀河の外周の物
質にどれだけ重元素があるかが新た
な興味に浮かび上がってくる。

　例年通り、1 21 21 21 21 2月月月月月2 72 72 72 72 7日日日日日(((((水水水水水)))))からからからからから

１月４日１月４日１月４日１月４日１月４日(((((木木木木木)))))までは年末年始休館までは年末年始休館までは年末年始休館までは年末年始休館までは年末年始休館
とさせて頂きます。予めご了承くだ
さい。

　12月は通常の休館日以外に、年末
年始休館が12月27日(水)から１月４
日(木)となっています。

 　12月23日(土、祝)はクリスマス
イベントです。今年１年を締めくく
る楽しいイベントで天文台の一日を
お楽しみください。
★天文教室
「電波で夏の天の川を観てみよう」
時間：午後２時から
場所：みさと天文台 月の館、空の庭
ゲスト：森本雅樹（東京大学名誉教授）
講師：佐藤奈穂子（和大研究支援員）
　昼間でお星様は見えないよ？って
思った方、ご心配なく。この天文教
室では、昼間でもできる宇宙からの
「電波」観測をします。直径８mの
電波望遠鏡を使い、実際に冬の昼間
に南中する夏の天の川を観てみま
しょう。

★星と音楽の夕べ
　「クリスマスナイトコンサート」
時間：午後７時から
場所：みさと天文台　月の館
ゲスト：ＭＡＧ（マグ）
（松本裕樹[El]、山口卓也[Drms]）
　エレクトーンとドラムのちょっと
変わったインストバンドが天文台の
クリスマスナイトを盛り上げます。
JAZZ、クラシック、ポップスとい
ろんなジャンルの音楽をつまみに、
世界遺産のふもと紀美野で見る星空
のロマンに酔っていただきたいと思
います。

　先日、市内のホテルで開かれた晩
さん会に参加する機会がありまし
た。普段はひとりで晩酌をするだけ
ですので、大勢でする食事は楽しく
てペースを乱してしまいました。帰
りには失敗もしてしまいましたの
で、周りからは「もう若くないのだ
から」と笑われる始末。ちょっと寂
しい秋の一日でした。　　　　(Y2)



連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！

　友の会のみなさん、12月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

クリスマスの星
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みなみのうお 

(フォーマル 
　ハウト)

やぎ 
くじら 

１等星 

３等星 
４等星 

２等星 

星座線 
星の名 ()
天の川 

今月上旬 21 時頃 
　　下旬 20 時頃 

南 

みずがめ 

うお 

東 

おうし 
(アルデ 
 バラン)

オリオン 

(リゲル)

(ベテル 
ギウス)

ペルセウス 

ぎょしゃ 

(カペラ)

おひつじ 

さん 
かく 

すばる 

はくちょう 

ペガスス 

いるか 

(デネブ)

ケフェ 
ウス 

カシオペア 

アンド 
ロメダ 

(アル 
 タイ 
　ル)

わし 

夏の 
大三角 

こと 

(ベガ)

西 

北 

(北極星)

こぐま 

りゅう 

おおぐま 

うさぎ 

 おお 
いぬ 

(シリ 
 ウス)

こいぬ 

(プロ 
 キオン)

冬の 
大三角 

ふたご 

(ポル 
 ックス)

(カス 
 トル) 天

の川

(天王星) (海王星)

　観望会でもついつい「寒い!」と
叫んでしまう12月になりましたね。
寒さとひきかえに、空はだんだんと
乾燥して夜には星がよく見えるよう
になってきました。世間ではクリス
マスとお正月ムードを見せ始める慌
ただしい季節でもあります。そんな
慌ただしさも、きれいな星空を眺め
てひと休み…なんてどうでしょう？
今回はクリスマスにちなんだ星のお
話と、誰でも簡単に天文学入門的な
お話をお送りしたいと思います。

　12月の星空も、星座達が季節の変
わり目で慌ただしく移り変わろうと
しているように見えます。街ではク
リスマスムードに包まれる中、空で
はまだまだ夏の星座達が西の地平線
近くでがんばっています。
　そんな中で注目したいのが「北十
字」で有名なはくちょう座です。十
字架と言えばキリスト教のイエス様
を想像してしまいます。クリスマス
の20時頃には、この北十字はまっす
ぐと沈んでいきます。まさにクリス
マスの聖なる星座といえますね。
　さてそうなると考えてしまうの
が、クリスマスツリーのてっぺんに
ある星、ベツレヘムの星です。私的
には、はくちょう座のデネブが、十
字架のてっぺんの星だけに、クリス
マスの星だと思っていました。しか
し、大昔の星空は地球の自転軸の影
響から、北十字が神聖な星座になっ
たのも最近のことなんだそうです。
　このベツレヘムの星にはいろんな
仮設があります。金星説、彗星説、
超新星説、変光星説、木星と土星の
会合説などなど…でも未だに確かな
事実はつかめていないようですね。
　

５(火)　　　満月
７(木)15時　大雪
　　　　　　土星が留
12(火)　　　下弦　
14(木)21時　ふたご座流星群極大
19(火)　　　小惑星カリオペが衝
20(水)23時　新月
22(金)　　　冬至
23(土・祝)　天皇誕生日
　　　６時　こぐま座流星群極大
27(水)　　　上弦
29(金)　　　小惑星ニサが衝
31(日)　　　プレアデス食

　日　　　　天文現象

　一足早いクリスマスプレゼント、ふ
たご座流星群が14日の21時に極大を迎
えます。３大流星群の一つとしても知
られるこの流星群は、今年は夜半後に
下弦の月の影響が心配ですが、日没後
からは好条件で楽しめると期待が高
まっています。　
　この流星群の日に、ただ見るだけで
はなく、いくつ流れるか数を数えるだ
けでも立派な流星観測となります。係
数観測といいます。また、流れ星が流
れた後にボーッと淡く光るものが残る
場合がありますが、これを「流星痕
(りゅうせいこん)」といいます。この
痕の有無や、流れてきた方向を印すだ
けでも、本格的な観測記録が作れてし
まいます。
　記録の取り方は、観測日、月齢、天
気や雲の様子など気付いたことを記入
し、流れた数を時間ごとにカウントし
ていきます。観測後は記録を整理し、
時間別に流星の数を折れ線グラフなど
にし、コメントなどをつければ完璧な
研究記録になります。夏の自由研究で
はなく、冬の自由研究として、天文学
に少し入門してみませんか？
　流れ星の観測のコツは、できるだけ
見晴しのよく、街灯の少ないところが
最適です。また寝転がって見ると、首
が疲れませんし、全天をくまなく見渡
すことができます。後は防寒対策を
しっかりとして、一人ではなく、必ず
数人で一緒に観測しましょう。

火球かな？と思ったら

　「昨夜南の空に、なにか明るくて隕
石のようなものが落ちるのを見たので
すが…」天文台にも時々お客様から連
絡を頂くことがあります。みさと天文
台の空の庭には、気象用の全天カメラ
が設置されています。このカメラにそ
の物体が写っていることもあります。
　火球とは、流れ星の中で極めて明る
いもので、判断基準は－３等級以上と
なっているようです。木星よりも明る
いことになるので、中にはお昼に見ら
れるものや、飛跡に沿って長い間光の
筋が残る(流星痕)もの、音を伴うもの
もあるそうです。
　火球かな？と思ったら、天文台にも
お気軽にご連絡下さい。また、日本火
球ネットワークのホームページに投稿
欄が設けられています。目撃証言から
火球の確信を得ることもできます。

http://www3.cnet.ne.jp/c-shimo/index.html

＜日本火球ネットワーク＞

　上下の写真は和歌山大学の全天カメラでとらえた、10月22日の
オリオン座流星群の流れ星。大学内の明かりや市街地の街灯のため
空が明るく、星座まではなかなか見えにくいが、流れ星数個は確認
できた。みさと天文台にも全天カメラがあるので、曇ってしまって
も天文台が晴れていれば室内観測もできる。天文台の空はホーム
ページから見ることができますよ。

371、449、527、533、766、887、991、1007
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文化祭に出展
天文台の成果も見てね

連載：天文見聞録(35)
科学ボランティアのすすめ

　寒くなってきましたが、皆様、
お変わりありませんか？みさと天
文台アルバイト卒業生、柴原由果
です。現在は龍野西中学校に理科
教員として勤めています。
　『たつの』の街は、兵庫県の西
の端にあり、なゆた望遠鏡で有名
な西はりま天文台公園まで車で下
道１時間の距離です。今日も教員
として生徒たちの前に立っている
のですが、大学で学んできた星や
宇宙のことばかりやってられない
のが現状です。そんな日々の中、
天文台や科学館との交流やボラン
ティアで子どもたちに楽しい授業
のヒントをもらっています。今回
はその中から、２施設を紹介しま
す。

　まず龍野西中学校から一番近い科
学館、姫路科学館での社会体験研修
から紹介します。研修では科学をよ
り身近に感じるイベント、科学の屋
台村のお手伝いをしました。鯉やナ
マズをつかみ取りしたり、空気砲、
スライムなど様々なブースがありま
した。鯉は私もつかんでみました
が、ぬるっとした感触がスゴクっ印
象的でした！！手で触り、感触を知
ることは脳に良い刺激なんだと実感
です！

　一番最近の活動では大阪市立科学
館での市民観望会のお手伝い。ベテ
ラン教員のボランティアさんやおも
しろい学芸員さんと話をする中で、
こんな授業をやってみたい！という
ネタをたくさんいただいています。
写真は、夢中で撮った携帯カメラの
十三夜月☆大阪市民の方はゼヒゼヒ
参加してみて下さい。
　西はりま天文台でもいろいろ活動
をしています。みさと天文台でもそ

うですが、科学館や天文台の方々と
親しくなると、より楽しくステキな
体験ができるように感じます。この
体験が科学をより楽しくするんじゃ
ないでしょうか？？
　子どもたちに、これを読んでる皆
様に、今からふらっと天文台に行っ
て研究員さんとお茶とおしゃべりで
もどうでしょう？
（龍野西中学校　　柴原　由果）

科学の屋台村にて 十三夜月を携帯に

直に感じた感覚は
そのまま印象に強
く残ります！

その時感じた
「なぜ？」が
科学のはじまり!!

身近にある
　　　携帯電話

天体写真も
　　　この通り♪

使い方一つで
　教材に大変身！

10月
18日：地デジ実験（～20日）、
　　　紀美野町講座「星について」
21日：オリオン座流星群の
　　　　　　　突発を目撃！(豊)
24日：平成19年度当初予算提出
25日：地デジ公開実験（～27日）
26日：電波望遠鏡補強工事
27日：ＰＮhalo観測
31日：科研費ミーティング
11月
３日：十三夜、紀美野町文化祭
４日：紀美野町文化祭(４面関連記事)
５日：紀美野町文化祭
７日：紀州山の日
８日：紀美野町講座「銀河」

９日：水星の太陽面通過観望会
　　＠野上中学(１面に関連記事)、
 　「ハイテク、ローテク、
　　　　　自主防災」技術検討会
10日：アドホック無線ＬＡＮ実験、
　プロジェクトチームミーティング
13日：電波望遠鏡駆動系検査、
　　　わかてん

11月
９日：朝日新聞、asahi.com
　　　（水星の太陽面通過の画像）

10月
21日：福井高専
22日：福井高専
11月
２日：慶風高校
15日：紀美野町女性団体連絡協議会

　すっかり秋らしくなりましたね。観望会の時間では、冬用の上着が必需
品です。小さなお子さん達は、観望会の前にはトイレを忘れずにね。

　ちょっと寂しげな秋の夜空の向こ
うには、賑やかな冬の星ぼしが出番
を待っています。冬も近いかな。

都会よりも早く？
ワンセグ実験

　宇宙から、紀美野町中央公民館に
着陸！ほんとは動画でお見せしたい

シーンです（みさと天文台出展の
DVDより）。スウェーデンに設置
しているオーロラカメラの成果と、
その設置場所を説明するために、
グーグルア－スという便利なWeb上
の地球儀を使って、ビデオを作って
みました（今後も紀美野町中央公民
館に展示予定です）。
　今回の文化祭は、美里町時代にも
増して、多くの文化団体さんや町内
小中高生さん達の作品が展示されま
した。特に注目なのは、小中学生達
の自由研究作品。負けられません。

いよいよ出現！
草刈り機発電機

　ワンセグ放送って、ときどき耳に
しますが、まだ都会のものかと思っ
ていたら、みさと天文台では全チャ
ンネルが受信可能に！？　いや、残
念、これは総務省の実験が紀美野町
で行われた１週間のできことでし
た。この実験の成果により、全国
津々浦々で、ワンセグ放送が開始さ
れてゆくのかもしれません。（豊）

上：放送受信中、下：実験アンテナこちらは全天オーロラのひとこま 　草刈り機発電の電気で電球をつけてます


